
第７回焼津市スマートシティ推進検討会

日時：令和６年10月２日（水）午前10時~
会場：焼津市役所４階応接室
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次第

１．開会

２．議事
＜報告事項＞

令和６年度事業の進捗について
＜協議事項＞

焼津市スマートシティ推進協議会の設立準備について

３．閉会
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２．議事

令和６年度事業の進捗について

＜報告事項＞
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（１）令和６年度スマートシティYAIZUプラットフォーム保守・運用業務

（３）スマートシティYAIZU「みんなで使う地図情報サービス」事業

（２）令和６年度スマートシティYAIZUデータ利活用促進業務

「データ連携基盤」「焼津データマップ」「焼津データ分析サイト」「避難情報の
プッシュ配信の迅速化」「焼津APIカタログ」の安定運用と利活用促進を図る。

参加事業者を募集し、市内事業者におけるデータ利活用の促進を図る。
集合研修と、参加事業者への訪問支援による「伴走型支援」を実施。

２．議事＜報告事項：令和６年度事業の進捗について＞ 4

令和５年度補正デジタル田園都市国家構想交付金デジタル実装タイプ
（TYPE２）の採択を受け、地図情報を「使い込む」事業を実施。

➢ ３事業とも順調に進捗



（１）令和６年度スマートシティYAIZUプラットフォーム保守・運用業務
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８月末の台風10号の際は、雨量、河
川水位、通行止め、避難所、避難情
報などを、迅速に情報発信した。

市内の冠水の様子

２．議事＜報告事項：令和６年度事業の進捗について＞
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（２）令和６年度スマートシティYAIZUデータ利活用促進業務

今年度参加事業者
⚫ 株式会社はの字食品
⚫ 株式会社GreenEarth
⚫ 株式会社静岡建機
⚫ フィッシュパラダイス魚国
⚫ グリルSASAYA

【９月末までの活動】
８/30 事業者説明会 →９/２〜訪問
９/13 第１回セミナー →９/17〜 訪問

５回のセミナーと訪問支援を
セットで実施し、参加事業者を
伴走型で支援。

２．議事＜報告事項：令和６年度事業の進捗について＞
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• スマートマップ焼津（市民が使える地図アプリケー
ション）のアルファ版環境で機能等を検討。

• 並行して、市役所内の地図情報の整理を実施。
各課で保有している紙ベースを含む地図データを
整理し、庁内GISへの搭載を進めている。

• 今後、スマートマップ焼津と庁内GISを連携させ、
様々なデータを公開する（１月公開予定）。

スマートマップ焼津では、鳥瞰図（３D）表示や、任意の回転表示（北を上
にしない表示）など、用途に合わせたより見やすい地図表示が可能になる。

距離計測や、地図データの書き出
しなどの機能も開発を進めている。

（３）スマートシティYAIZU「みんなで使う地図情報サービス」事業
◆スマートマップ焼津

２．議事＜報告事項：令和６年度事業の進捗について＞



２．議事＜報告事項：令和６年度事業の進捗について＞ 8

• ウェーザーニューズ社の「リスクロ」の
運用方法の整理を進めている。

• 今後、スマートマップ焼津等との連
携等を行い、他の防災情報と掛け
合わせた情報発信や市民を含めた
投稿者の拡大について検討していく。

（３）スマートシティYAIZU「みんなで使う地図情報サービス」事業
◆参加型災害情報共有システム
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（３）スマートシティYAIZU「みんなで使う地図情報サービス」事業

• 「デジタルでウェルビーイングな街を考えよう」という
テーマで、２回の市民ワークショップを企画

• 第１回は、９月７日に、「暮らしに役立つデジタル
マップサービスを考えよう」というタイトルで、地図情報
サービスのアイデアを市民に募るワークショップを開催。

◆焼津市スマートシティ推進協議会
運営支援業務

２．議事＜報告事項：令和６年度事業の進捗について＞
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ワークショップ概要

アイディアを考える知る 触ってみる
➢スマートマップ焼津に
ついて知る

➢スマートマップ焼津を
実際に触ってみる

➢スマートマップ焼津を日々の
暮らしに役立てるため、活用
場面やどのような機能がある
と便利か考える

• 市内社会人
• 市内高校・大学生
• 高齢者

参加市民層

年代 人数
10代 7

20代 3

30代 9

40代 2

50代 9

60代 8

70代以上 4ワークショップの進め方

幅広い年代に参加してもらいました。市民に地図情報サービスを知ってもらうとともに、活用方法につい
てアイデアを出してもらいました。

合計 42名

9月7日（土）開催日

焼津市役所開催場所

２．議事＜報告事項：令和６年度事業の進捗について＞
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ワークショップの進め方

実際にスマートシティ焼津を触ってもらったうえで、ワークショップを実施しチームごとに発
表していただきました。

参加者自己紹介
（5分）

論点について
考える・書く
（7分）

グループでの発表
（8分）

とりまとめ・発表
（15分）

1巡目のワーク終了後、席替え（チーム
メンバーを入れ替え）し、2巡実施

公開型GIS（スマートマップ焼津）の紹介・ワークショップの
実施方法紹介

ワークショップ・全体発表

ワークショップの様子

２．議事＜報告事項：令和６年度事業の進捗について＞



２．議事

焼津市スマートシティ推進協議会の
設立準備について

＜協議事項＞
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① 協議会の全体イメージについて

② 運営委員会の組成イメージについて

③ ワーキンググループ設置のイメージについて

④ 会員募集方針について

⑤ 今後のスケジュールについて

２．議事＜協議事項：推進協議会の設立準備について＞



２．議事＜協議事項：推進協議会の設立準備について＞ 14

産業
団体

アーキテクト
研究者

地域
企業行政

市外
IT企業

金融
機関

地域
団体

SC関連
事業者

◼ デジタルを活用し、分野横断的な視点で地域課題解決に取り組み、焼津市ならではの魅力や市民生活の豊かさ、利
便性の向上を目指し、持続可能な都市の実現するために「焼津市スマートシティ推進協議会」を設立。

◼ スマートシティ発展期への移行を目指し、地域課題解決のための協議の場づくりに挑戦。ワーキンググループを設置し、
関係者が協力して取り組みを進める。

【創設期：2022・2023】
官民連携データ活用のための枠組みづくり

→焼津市スマートシティ推進検討会
（データ連携基盤の構築）

【発展期】
官民連携のオープンイノベーション
→焼津市スマートシティ推進協議会

（協議の場づくり）

【成熟期】
スマートシティYAIZUの実現

（地域課題解決に向けたまちづくり）

焼津市スマートシティ
推進協議会

デジタルをキーワードに地域全体の取り組みを
分野横断的視点でまとめていく！

①焼津市スマートシティ推進協議会の全体イメージ

焼津市スマートシティ推進協議会 推進体制

ワーキンググループ

運営委員会

• 協議会運営の議決機関
• 原則、年１回開催
• 正会員、パートナー会員で構成

• 協議会の事業を円滑に運営するための組織
• 総会に付すべき事項の審議や、ワーキンググ

ループ設置、事業等について協議する

• 個別事業の実施、実装に向けた検討を行う
• 正会員、パートナー会員を中心に組織。

総会



２．議事＜協議事項：推進協議会の設立準備について＞ 15

会
員
（
団
体
・
企
業
）

地域企業焼津市 産業団体 地域団体 金融機関 SC事業者

ア
ー
キ
テ
ク
ト
・
研
究
者

市外IT企業

推
進
体
制

総会（会長：市長）

ワーキンググループ運営委員会
運営委員長
副市長を想定 委員

「運営委員長」
が指名する

正会員が設置を提案

設置

◼ パートナー会員

▲会長が指名す
る立て付け

＜正会員（団体）の役割＞
• 協議会関連事業における、傘下の事業者、構成団体

関係団体、住民等への広報・周知
• 協議会事業への積極的な参画

＜正会員（個別企業）の役割＞
• 協議会事業への積極的な参画

◼ 正会員

参画

①焼津市スマートシティ推進協議会の全体イメージ 設立総会
2024年
12月23日
13:30〜



２．議事＜協議事項：推進協議会の設立準備について＞ 16

②運営委員会の組成イメージ

産業
団体

アーキテクト
研究者

地域
企業行政

市外
IT企業

金融
機関

地域
団体

SC関連
事業者

運営
委員会

市内産業関連団体を想定

推進検討会メンバーを含め
関連事業者などを想定

市内IT企業等を想定

ワーキンググループ等を勘
案しながら関連する地域
団体等に参画を依頼

市内企業のDX推進の視点で取り組みをして
いる金融機関としての参画を想定

スマートシティアーキテクト 、研究機関
（大学）を想定

焼津市役所職員を想定

スマートシティプラットフォー
ム事業者等を想定

➢ 会長（市長）が運営委員長を指名
➢ 運営委員長が委員（選出団体）を指名（現体制をベースに追加）

→各団体に委員選出を依頼



２．議事＜協議事項：推進協議会の設立準備について＞ 17

第1回運営委員会協議事項

設立総会報告事項

第1回運営委員会に参加する運営委員を選任します。運営委員の選任

令和６年度事業の進捗や、
今後の協議会活動について報告します。活動報告

スマートシティ協議会規約案を承認します。規約案の承認

ワーキンググループ案を協議します。ワーキンググループの設置

➢ 立ち上げ時の運営委員（候補）は11月を目処に仮指名。設立総会や第1回運営委員会の報告・
協議事項を共有し意見聴取（文書によるやりとりを想定）。

➢ 総会（12月23日）で正式に運営委員を選任
➢ 総会後、第１回運営委員会を開催し、設置するワーキンググループについて協議。

②運営委員会の組成イメージ



２．議事＜協議事項：推進協議会の設立準備について＞ 18

③ワーキンググループ設置のイメージ

総会（会長：市長）

啓発・地域DX支援

ワーキンググループ（想定されるパターン）

運営委員会

市提案型 企業等提案型

ワーキンググループは会員からテーマを募集
➢ ワーキンググループは、正会員が運営委員会に設置を提案し、運営

委員会が設置する。
➢ 10月の正会員募集に合わせて、ワーキンググループのテーマを募集

（以降、テーマは随時募集）。
➢ 市からは構築済みサービスの利活用や、R7新規事業に関するWG

の設置を想定（データ活用、地図、健康など）
➢ その他、地域への啓発事業を検討するワーキンググループ立ち上げ、

分野横断的な視点で関係者が協調して取り組みを進めるための検
討を行う。

各分野、各団体で個別に取り組んでいる啓発、
支援系事業を整理。地域として一体的に取り
組むための検討を行うとともに、不足している取
り組みを顕在化し、事業化を目指す。

• 市役所関係課
• 産業団体
• 金融機関
• 地域団体 など

• 市役所関係課
• 市外IT企業
• 地域・産業団体、

地域企業 など
市が発注する市民サービス関連事業等のうち、
共助領域の取り組みとして、地域の関係団体を
巻き込んだ活動が必要な事業について、必要に
応じてワーキンググループを設置する。

• 市外IT企業
• 地域企業
• 地域・産業団体
• 市役所関係課 など

市役所以外の協議会会員が、地域への裨益を
前提とした共助領域の取り組みとして、地域を
フィールドとした活動等が必要な事業について、
必要に応じてワーキンググループを設置する。



２．議事＜協議事項：推進協議会の設立準備について＞ 19

④会員募集方針について
協議会会員は、正会員、パートナー会員に区分した上で、ともに定員上限を設けず、積
極的に募集を行います。

正会員

パートナー会員

• スマートシティ推進協議会総会の
運営に関する意思決定

• ワーキンググループ案の運営委員
会への提示

• 関連する事業者、関係団体、住
民等への広報・周知

• ワーキンググループに参画し個別事
業の推進

有

会員区分 役割総会議決
権有無 募集対象

• 推進検討会メンバーか
ら継続関与

• 焼津市で事業等を実
施※し、スマートシティ
推進に関心のある市内
外の法人・団体

無

• スマートシティ事業に興
味のある市内外の法
人・団体

• ワーキンググループ活動
におけるスマートシティに
専門性のある関係団体
等

• 関連する事業者、関係団体、住
民等への広報・周知

• ワーキンググループに参画し個別事
業の推進

定員

上限なし
（積極募集）

上限なし
（積極募集）

その他

将来的には
会費を取るこ
とも検討

ー



２．議事＜協議事項：推進協議会の設立準備について＞ 20

焼津市スマートシティ推進検討会 第2回検討会10月2日

概要時期

会員募集開始（正会員・パートナー会員）10月中

設立総会・運営委員会に関する情報共有 P18参照11月中

・焼津市スマートシティ推進協議会 設立総会
・第1回運営委員会 設置／ワーキンググループ 設置12月23日

第2回運営委員会3月中

各ワーキンググループ 協議検討1月中

焼津市スマートシティのPRイベント3月中

⑤今後のスケジュールについて


